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月
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１０
キ
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の
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男
�

　
１
位
　
中
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弘
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１０
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の
部
　
女
�

　
１
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計
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百
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男
�

　
１
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安
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健
人
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５
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の
部
　
女
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１
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加
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祐
子
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１
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岩
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春
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大
会
開
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お
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ら
せ
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小
木
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会
　
�

　
４
月
２０
日（
金
）　
午
後
７
時
〜
 
�

　
場
　
所
　
小
木
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
�

　
　
　
　
　
参
加
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は
無
料
で
す
�

�第
14
回
　
小
木
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
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４
月
29
日（
日
）　
午
後
２
時
〜
�

　
場
　
所
　
小
木
城
山
公
園
�

　
　
　
　
　
参
加
料
は
無
料
で
す
�

※
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
と
も
、

お
問
い
合
わ
せ
は
�

教
育
事
務
所
小
木
出
張
所（
小
木
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
）へ
　q
８６
―
２
１
４
２
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◆お問い合わせ　市役所　企画振興課　q６３－４１５２�

6月1日～3日　開催�
�

ゲートボールを通した競技交流と親善交流のため、�
全国大会を開催します。�
参加選手にみなさんのあたたかいご声援をお願いします。�
�

開　　　催　　　日　　　程�

 １４：００～ 受付・代表者会議�
 １６：３０～ 歓迎式典�

 ８：３０～ 開会式�
 １０：００～ 予選リーグ�

 ８：３０～ 予選リーグ�
 １２：３０～ 決勝トーナメント�
�

６月１日（金）�

６月２日（土）�

６月３日（日）�

�

両津文化会館�

両津野球場・運動広場�

両津野球場・運動広場�

�

5月27日は　�
�

伝統芸能と佐渡のおいしい味をお楽しみください。�
�
�日時　５月２７日（日）９：００～１６：００�
場所　おんでこドーム（両津港みなと中央公園）�
主催　佐渡國鬼太鼓どっとこむ実行委員会�
お問い合わせ　両津商工会　q２７－５１２８�
�

お
わ
び
と
訂
正
�

　
市
報
さ
ど
３
月
号（
１９
ペ
ー
ジ
）「
大

会
の
結
果
」
に
お
名
前
の
間
違
い
が

あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
次
の
と
お

り
で
す
。
�

第
29
回
少
年
少
女
卓
球
大
会
�

　
５
・
６
年
生
の
部
　
優
勝
�

　
　
　
　
川
　
原
　
花
　
菜
�



南佐渡地区沿岸防犯協力会発足!!
2月27日�

小
　
木�

赤
　
泊�

５９年の歴史に幕�
赤泊分校閉校式典　３月３日�
� 佐渡市沿岸防犯組

織の充実強化のため、
南佐渡地区沿岸防犯
協力会が設立されました。�
会長の木村さんは「会

員数が400名から1,000
名以上となり、南佐渡沿
岸における水難事故、

危険物の漂流・漂着の早期発見と予防に取り組み、関
係団体と連携を図り、平穏で安全な地域社会づくりに貢
献していきたい」と決意を述べました。�
四方を海に囲まれた佐渡では、「水際の予防」は、市
民一人ひとりが注意喚起し、自ら安全を確保するひとつ
の手段であると思います。住民の皆さんと一致団結して、
安全・安心な佐渡を創りあげていけますよう、ご協力をお
願いします。�

羽茂高校赤泊分校の閉校式典が行われました。�
式典には卒業生、元職員など３００人余りが思い出深

い校舎に集まり、閉校を惜しみました。�
式典後には、１日に卒業式を迎えた生徒らによる最後

の郷土芸能が披露され、会場からは惜しみない拍手が
送られました。中には涙ぐむ出席者も見られ、心に残る閉
校式典となりました。�

▲「不法侵入は許さない」誓いの防犯キャップ�

�

郷
土
芸
能
ク
ラ
ブ
の
ラ
ス
ト
ス
テ
ー
ジ�

相　川�にぎわったひなまつり�
�

２月２４日～３月１８日�
「佐渡國相川ひなまつり」が開催され、島内
外から7000人の方々が訪れました。�
このまつりは「相川花の会」が、それぞれの
家庭に眠っているおひなさまを展示し、市民や観光客に見ていただ
こうと、2年前から始めたもので、花の会の会長・森恵子さんは「こ
のような手作りのイベントを観光に結びつけ、おもてなしをするこ
とが、これからの観光客の増加につながり、地域の活性化が図れる
のではないでしょうか」と話していました。�
�

▲
�

家内安全・豊作祈願�
『倉谷の大わらじ』づくり�
�

３月４日�3月17日�
真
　
野�

佐
和
田�
佐和田海岸に緑の空間！�

春を告げる倉谷地区
の「大わらじ」づくりが
地元青年団により行わ
れました。用意した５０
束のワラは、まず、柔ら
かくするため、機械に通
して叩きます。その後、
編み始めは大変難しく、
ほどけないようワラをよ
じるのに力が必要で、
皆で協力して取組んで
いました。�
できあがった大わらじ

は、地区の出入口２か
所に飾られて、温かく地域の人 を々見守りつづけます。�
�

ボランティア
ネットワーク主
催の松の植樹
が、佐和田海岸
で行われました。
これは佐和田
婦人会が「にい
がた緑の百年
物語緑化推進

委員会」に申請し、クロマツ７７４本の補助をもらい行われ
たものです。�
雪がちらつき、強い風が吹く中、40名余りの人が集まっ

て作業を行い、直径５メートル、６メートル、７メートルの小さ
な松林が３つでき上がりました。�
植えたばかりの松たちの、これからの成長が楽しみです。�
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�

3月18日�

金
　
井�

両
　
津�

梅津保育園児がサケの稚魚放流�
3月20日�

藤津川でサケの放流大会�
3月18日�

金井地区の地域
おこしグループ「平
泉ぜいご宿」の主
催で、第11回鮭放
流大会が行われま
した。集まった子ど
もたちは、「元気で
ね」などと声をかけ
ながら、体長5セン

チほどのサケの稚魚を藤津川に放しました。この日放流
された1万匹のサケは、オホーツク海周辺まで約4万キロ
の旅に出ます。一匹でも多くふるさとの川に帰ってくるよ
うな環境づくりが大切です。�

椿地区の椿川で、
梅津保育園児によ
るサケの稚魚放流
が行われました。
当日は、市の水産
課指導員から、サ
ケについてのわか
りやすい説明を聞

いた後、各々がバケツを手に取り約1000匹の稚魚を椿川
に放流しました。園児たちは、普段あまり見ることのない
サケの稚魚に興味津 で々、楽しそうに放流していきました。�
今回放流した稚魚は、４～5年後に再び椿川に戻って

くるそうです。�
�

桜を背景に湖面を泳ぐ150匹の鯉のぼり（昨年の様子）�

�

新　穂� 満開の桜がお待ちしています。�
「新穂ダム桜まつり」今年も開催します！�
� ４月２２日（日）１０:００～１５:００　新穂ダム周辺�

２千本の桜と、湖面を泳ぐ１５０匹の鯉のぼりでおなじみです。また
最高級の佐渡牛が試食できる、佐渡牛肉まつりも同時開催！（肉がな
くなり次第終了）�
◆お問い合わせ　新穂イベント実行協議会（新穂商工会内）�
　　　　　　　　q２２－２１６６�

孤篷遠州流免許授与式�羽
　
茂�

畑
　
野�
お買い物はマイバッグで！�
マイバックキャンペーン�
� 羽茂地区公民館で孤篷遠州流生花保存会の免許

授与式が開催されました。孤篷遠州流生花は、主に自
然に生えている草木を生けることが特徴の流派で、市の
無形文化財になっています。今回の免許授与式では免
許皆伝者、中伝者、初伝者あわせて9名が、長期にわた
る修練の成果として、新たに免許を受けました。�
羽茂地区以外の会員も増えており、佐渡の文化として

より一層の発展が期待されます。�

Ａコープ畑野支店前にて「レジ袋ゼロ運動」をＰＲする、
マイバックキャンペーンが実施されました。地元婦人会、
消費者協会などが、啓発チラシやマイバックなどを訪れた
買い物客へ配り、レジ袋の削減とマイバックの利用を呼び
かけました。�

▲
�

３月２０日�

こほう� えんしゅうりゅう�
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池田前会長へ花束贈呈�

校旗返納（岩首小学校）�

会場の様子（野浦小学校）�

記念碑除幕式（片野尾小学校）�

お別れのことば（馬首小学校）�

佐
渡
市
長
　
�
野
宏
一
郎� No.�

11

３
月
１０
日
に
、
野
浦
小
学
校
の
閉
校
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

４
月
か
ら
片
野
尾
小
学
校
・
岩
首
小
学
校
と
統
合
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
も
の
で
す
。
前
浜
地
区
は
長
ら
く
少
子
化
に
苦
し

み
、
長
い
海
岸
線
に
点
在
す
る
１３
の
集
落
が
小
学
校
統
合
の
話

し
合
い
を
続
け
て
い
ま
し
た
が
、
新
た
に
こ
の
野
浦
小
学
校
を

前
浜
小
学
校
と
改
名
し
て
２
校
が
加
わ
り
、
３０
名
の
生
徒
で
新

た
な
出
発
を
い
た
し
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
片
野
尾
小
学
校
で

は
３
月
１７
日
、
岩
首
小
学
校
で
は
３
月
１８
日
に
閉
校
式
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
前
浜
地
区
は
そ
れ
ぞ
れ
地
域
を
挙
げ
て
芸
能
教

育
な
ど
個
性
の
あ
る
教
育
で
他
を
圧
す
る
存
在
で
し
た
。�

３
月
１１
日
に
は
、
雪
の
舞
う
中
で
馬
首
小
学
校
の
閉
校
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
７
人
の
子
供
た
ち
が
こ
の
ま
ま
だ
と
新

年
度
に
は
わ
ず
か
３
名
に
な
る
と
い
う
危
機
的
な
状
況
を
打

開
す
る
た
め
、
新
年
度
か
ら
は
加
茂
小
学
校
へ
の
統
合
と
な

る
も
の
で
す
。
最
盛
期
に
は
２
５
０
名
の
在
校
生
が
い
た
の

で
す
か
ら
、
隔
世
の
感
が
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
ら
特
色
の
あ

る
学
校
が
消
え
て
い
く
こ
と
は
、
誠
に
さ
び
し
い
こ
と
で
す
。�

と
こ
ろ
が
佐
渡
の
出
生
数
は
一
昨
年
、
昨
年
と
上
向
き
に

転
じ
は
じ
め
ま
し
た
。
国
・
県
も
一
転
、
少
子
化
対
策
に
取

り
組
み
始
め
ま
し
た
し
、
佐
渡
市
も
合
併
以
来
、
県
内
一
安

い
保
育
料
、
い
ち
早
い
就
学
年
齢
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
、

延
長
保
育
、
学
童
保
育
の
充
実
等
々
、
産
ん
で
育
て
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
努
力
し
て
い
ま
す
。
新
年
度
は
大
幅
増
の
予

算
を
組
み
ま
し
た
。
今
後
も
非
婚
化
の
解
消
、
育
児
支
援
、

教
育
支
援
、
雇
用
の
確
保
、
福
祉
介
護
の
支
援
と
、
一
生
涯

を
通
じ
て
住
み
や
す
い
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。�

（題字　B野宏一郎）�

岩
首
小
学
校
、
野
浦
小
学
校
、
片
野
尾
小
学
校
、
馬
首
小
学
校
が
平
成
１９
年
３
月
３１
日
を
も
っ
て
閉
校
す

る
に
あ
た
り
閉
校
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
岩
首
小
学
校
の
卓
球
、
野
浦
小
学
校
の
器
楽
演
奏
・
伝
統
芸
能
、

片
野
尾
小
学
校
の
歌
舞
伎
、
馬
首
小
学
校
の
全
校
登
山
な
ど
、
地
域
の
皆
様
の
温
か
な
ご
支
援
に
支
え
ら

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
特
徴
あ
る
教
育
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
閉
校
式
で
は
、
在
校
生
に
よ
る
お
別
れ

の
こ
と
ば
の
後
、
校
旗
が
返
納
さ
れ
、
児
童
、
保
護
者
、
卒
業
生
、
地
域
の
方
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
を

胸
に
母
校
を
し
の
ん
で
い
ま
し
た
。�

４
月
か
ら
は
馬
首
小
学
校
は
加
茂
小
学
校
に
統
合
し
、
岩
首
小
学
校
、
野
浦
小
学
校
、
片
野
尾
小
学
校
は

統
合
し
て
前
浜
小
学
校
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
新
た
な
歴
史
を
刻
む
こ
と
と
な
り
ま
す
。�

�
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2月4日、新宿区信濃町の「ジョン万次郎アトレ信濃町店」

において、113名の参加者を得て第29回首都圏佐渡金井

会の総会と懇親会を開催しました。昨年までは郷土旧金

井町の青年団による鬼太鼓の出演を依頼してきましたが、

予算の関係で今年はなし。その代わり魚介類など佐渡の

旬の食材をたくさん使った郷土料理を嗜好して頂くことを

企画しました。�

総会では18年度の活動報告と19年度の事業計画の

説明が行われました。金井地区の田中文夫議員､大場慶

親議員､そして佐渡市産業観光部の児玉剛副部長が荒

天による佐渡汽船の欠航にもかかわらず、ご出席賜り、佐

渡市の近況報告をしていただきました。池田正雄会長の

今総会での退任に伴い、新会長として近藤正栄（金井新

保出身・神奈川大学名誉教授）氏が選出されました。�

千種の浄土真宗得勝寺の本荘一治住職による「現代

世相を仏教はどう観るか」の講演を聴講、その後、引き続

きの懇親会では寒ブリの解体ショー、21世紀おけさアート

の会による佐渡おけさ

踊りがあり、参加者全

員が十分に故郷の香り

を満喫しながら閉会と

なりました。�

佐渡金井会事務局長�

　池　登志邦�

第29回首都圏佐渡金井会�
開催�


